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毅罷，で弗コ0詐り
　　　　　～袋町中区・関口友一さん宅～

　十日町の冬の風物詩といえば＼しん粉細工で作っ

た黛チンコロ￥＼人形。一時姿を消したチンコロ。昭

和58年から関□友一さんの手で復活しました。

　ことしはコアラを加えて6種類。節季市・雪まつ

り前には．一家あげてコタツを囲み￥夜遅くまでチ

ンコロづくりが続きます。

　雪まつりには．袋町中区青年部がコミュニティ広

場で販売するとのこと。愛らしいこの人形。ことし

もまた＼人気のまとになりそうです。
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圏隠顯鐵馨融i…攣饗置
　　　　（市丙設置数　5棟）
　　　　　　　4く》

　　　本町7丁目1　井ノ川憲さん

濫墾融繋鑛羅デ鉱
　　　（市丙設i躍薮　㌣3棟）

　　　　　寿町4丁目目黒博次さん

灘鐸 撰
蒙

　
懸
　
　
難

臓，欄》『』、ρw■』、蝋》r』“・賜’職》『』’蝋》r』’w》r』！M』∫w》r』・’鵬’蝋》r暫帆’糊』』鴨！㎜！綿’ト帆’帆・’』帆“’w》『』

温空融雪システム

　
”
平
年
並
の
雪
”
の
予
報
と
は
裏
腹
に
、
雪

が
降
り
続
く
毎
日
、
十
二
月
三
十
日
午
後
四
時

に
は
、
十
日
町
試
験
地
で
二
四
三
㎝
と
、
十
二

月
と
し
て
は
観
測
史
上
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
降
り
方
が
「
短
期
集
中
型
」
と
い
わ
れ
る
こ

の
雪
、
寒
気
団
に
よ
り
乾
い
た
雪
で
、
粘
着
力

が
あ
り
、
締
ま
り
も
せ
ず
、
雪
ぴ
に
な
っ
て
軒

先
に
ぶ
ら
下
が
る
　
　
雪
お
ろ
し
に
と
っ
て
は

「
始
末
の
悪
い
雪
」
だ
そ
う
で
す
。

　
す
で
に
、
平
均
五
～
六
回
の
雪
お
ろ
し
、
ま

た
正
月
早
々
に
は
、
不
幸
に
も
一
件
の
死
亡
事

故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
”
雪
お
ろ
し
の
苦
労
が
な
け
れ
ば
”
…
…
こ

う
し
た
中
、
市
報
十
二
月
十
日
号
で
紹
介
し
た

融
雪
屋
根
の
お
宅
を
一
月
二
十
七
日
に
訪
問
し

て
み
ま
し
た
。

1
2
3
4

　　　　　　　　　　
どんなしくみですか。

設置費、屋根面積は。

今冬、どんな状況ですか。

灯油の消費料は。

配管した軽合金のパイプ（温空が吹き出る穴があいてい

　る）に、灯油で温めた温空を送り融雪する。

下50cmが空洞になってお1）、踏みつけ作業をする。この

作業は1月にも2回行う。

　また、一般屋根の数倍のツララができるのでツララ落

　としの作業も行う。

　　。滑り止めアングルがあるので、雪ぴはあまりできな

　いo
　　・パイプ穴の角度を鈍角にして、空洞部分を少なくす

　ることと、ツララ防止を今後検討する。

4　約450尼。

1　屋根上に温空機を設置（屋根改造不用〉し、屋根面に

2　・80万円　・約30坪
3　・12月29日夕方、上がった時、約1mの雪だったが、

r』ド鴨’脳》r』’脚簡』’鷲》■』’楠r墜欄r』幽輔》r』欄陶r』’鷲》r』’鵯》r』’鼎顎》魍』’脚r■』’鷲》『墜’囎》r』’鴨’榊『』’鞠『■」’鞠層』’、騰

ヒートパイブ融雪装置

た温水を循環させ、パネルの中のヒートパイプ（銅管に

フロンガスを封入。熱伝導が極めて高い〉に熱を伝えて

融雪する。なお、消エネ対策として、1月23日に感知器

　をつける。。

階屋根～100万円・16坪（59年設置）

ても空洞ができ、その部分は消えにくい。

　　・軒先の雪ぴ落とし作業を数回行う．

　　・温水は30℃前後が適温。また工場の屋根雪を消えた

面に上げて融雪することもあるが、少し高温にすると数

時間で消える。

　　・空洞部分をいかになくすかが課題。
4　　　糸勺　500尼。

1　屋根上に放熱板パネルを設置（改造不用〉。灯油で温め

2　1階屋根～50万円・6坪（58年に実験的に設置）　2

3　・パネル面の滑りもよく、きれいに消えるが、どうし

4回～10人
5回～17人
6回～17人
7回～6人

　50人に聞きました
　～雪おろし！何回しましたか？～

　降～）続く雪…“雪おろしで暮れ、雪おろ

しで明けたケ今冬となりました。
　晴れ間を、休みを利用して毎日のように、

雪おろしの姿が見られます。

　「1月27日までに雪おろしを何回したか
？」、地域別に50人に聞きました。
　市街地と山間地においても大差がなく、

5～6回が34人と、平均的な回数となって
います。なお、6～7回の人の大半は、年
末に2回行っています。

雪の重さは一体どのくらい？
　この地方の雪は略湿り雪“といわれ、
雪国の中で一番重い雪です。

　では一体どのくらいの重さが？
　愛宕山にある農林水産省林業試験場十
日町試験地に聞いてみました。

M
塾
．
紬

噛
縷

　1月30日午前9時、試験地の積雪深は265cm。これは、何と1
m2当たり807kgになるそうです。
　およその目安に、皆さんも屋根雪を測ってみては。

團　　積雪深×平均密度二1m・当たりの重量　　～平均密度～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊新雪0．1前後　　　例えば、積雪深150cm、平均密度O・2　＊しまり雪0．2－0．3
　　とすると150×O．2＝30kgとなります。　＊ざρ）め雪O．4－o．5
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購

袋町西田村康司さん

膿禰麟隷屋根

中条北原阿部吉雄さん

潤』《蹴潤』備層』備凋』備澗』燃潤■備凋』備潤』㎜湘■船’r■ノ蝋月』《獣潤■』備潤■』㎜川』《撫r』㎜潤』醐，“潤』備湘■』備，・■』

温水循環式融雪システム

1　屋根全面に埋設した放熱板パネルの中を、灯油で温め

　た温水が循環して融雪する。

　消エネ対策として、例えば北向片面、軒先部など部分

的な融雪もできる。

2　・昨年、新築時に設備したため経費は不明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400
　　・約30坪

3　・12月29日と1月9日に軒先の雪ぴ落とし作業を行う。　350

　なお、試行中でもあり、来年は雪ぴができないようにする。

　　・ツララはできない。防止のため雨トヨをつけていな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　300　い。このため軒先を長くしてある。

　　・降りはじめであれば20℃、多く降る時でも30℃の温
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　250水で十分。

　　・3階の部屋が暖かい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2004　395尼

克雪対策のソフトウェアー

住民主体の雪の研究会発足へ
　56、59豪雪に続く今冬の豪雪の真っただ中の1月26日（十）、市

内で、十日町発明協会（会長星名甲子郎さん）主催の「異業種

間懇談会」が開催されました。

この会のテーマは「雪」。

　“屋根雪処理、、と憾利

雪・雪と交通。の分科

会に分かれ40人の参加

者が自由放談という形

で、十日町市の雪対策

について活発な議論を

交わしていました。

　「雪の研究機関の必要

「雪力ごないときにもこう

150

100

50

そ

欝
置
卜

欝
。
－

難
騨

性」　「屋根雪処理技術のデータ集積」

した会の必要1生」「子どもたちへの雪の知識などの伝達」「スキ

ー場の公園化」　「雪の暗さから明るさへの発想転換」など克雪、

利雪についていろんな考え、アイデアなどが出ていました。参加

者全員で、こうした雪の研究会の必要性を確認。今後、発明協

会が主体となり官民合わせた組織化が進められることになりま

した。

0 積 雪　深 （農林水産省林業試験場十日町試験地）
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柳式自然融雪屋根
1　室内の暖房熱などを利用し、屋根裏から暖めて融雪す

　る。また雪の保温効果を利用し、脱水した軽い一定量の

雪を屋根におき室内の保温を図る。

2　・58年10月　新築時に設備したため経費は不明。

　　・2階屋根～13坪　3階屋根～26坪。

3　・これだけ降り続くとどうしても雪ぴができるので、

雪ぴ落としと空洞部分の踏みつけ作業を12月30日・1月
　18日にフ行う。

　　・昨年は、はじめてということで融雪専用ヒーターを

　フル稼動させてみたが、今年は室内暖房中心にしている。

　　・除湿効果がありふとんがしけない。

　　・雪おろしをするにしても、時間を自分の都合に合わ

せることができるので精神的に安心。

4　約200尼（融雪専用ヒーター消費分）

3 盈rおゴ『創匿』影昭和60年2月10日
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二

醐欝師瞭撫、一
ヒ

　
　
　
　
“

嵩倶

　　　　欝
　　　騨　購葬灘

、
黛

購嚢　
全
国
で
も
初
め
て
、
カ
ラ
イ
モ
（
学

名
ー
キ
ク
イ
モ
）
を
加
工
し
た
漬
物

を
製
品
化
し
、
自
然
食
品
と
し
て
産

地
化
し
て
い
く
計
画
が
着
々
と
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
六
月
六
日
、
マ
ル
ハ
ン
食
品

㈱
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）
、
市
農
協
、

新
川
屋
㈱
な
ど
が
共
同
出
資
し
て
、

「
株
式
会
社
雪
の
越
後
漬
本
舗
」

（
板
橋
克
也
社
長
）
を
設
立
。
市
も

新
た
な
地
場
産
業
に
と
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
き
ま
し
た
が
、
吉
田
山
谷
の

染
色
団
地
内
の
遊
休
工
場
を
内
部
改

装
し
て
機
械
を
導
入
、
昨
年
十
二
月
、

か
ら
従
業
員
十
三
人
で
操
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

自ら本漬けに取組む板橋社長。漬込む期間は7～10日間

　
カ
ラ
イ
モ
は
古
く
か
ら
地
域
に
自

生
し
て
お
り
、
栽
培
も
容
易
な
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
新
た
に
現
代
人
の
食

生
活
に
合
う
加
工
食
品
と
し
て
活
用

し
よ
う
と
研
究
し
た
結
果
、
誕
生
し

た
の
が
“
す
か
り
漬
”
。
塩
漬
し
た

あ
と
二
次
加
工
を
ほ
ど
こ
し
、
独
得

の
味
と
歯
ざ
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　
原
料
と
な
る
カ
ラ
イ
モ
の
栽
培
は
、

昭
和
五
十
八
年
か
ら
南
雲
原
を
中
心

に
し
て
契
約
栽
培
に
入
り
、
二
年
間

で
約
二
五
t
を
確
保
。
工
場
内
で
は
、

塩
漬
さ
れ
た
カ
ラ
イ
モ
の
ほ
ぞ
と
り
、

カ
ッ
ト
、
塩
ぬ
き
、
脱
水
、
本
漬
、

パ
ッ
ク
漬
、
殺
菌
な
ど
の
一
連
の
作

業
が
雪
ま
つ
り
初
出
荷
を
め
ざ
し
て

地域の

、拝見ノ

◆9◆

自
己
開
発
と
仲
間
づ
く
り
の
場

　
十
日
町
青
年
学
級
が
、
青
年
講
座

と
し
て
産
声
を
あ
げ
た
の
が
昭
和
二

十
二
年
。
今
年
度
で
三
十
八
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
度
、
青
年
学
級
に
参
加
し
て

い
る
学
級
生
は
二
十
五
歳
ま
で
の
青

年
男
女
八
○
人
。
毎
週
木
曜
日
が
定

例
の
学
習
日
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
「
自
己
開
発
と
仲
間
づ
く
り
の
場
」

で
す
。

　
学
級
生
は
、
な
か
な
か
ユ
ニ
ー
ク

で
す
。
こ
こ
で
、
自
治
会
の
広
報
紙

「
J
U
S
S
E
I
」
に
載
っ
た
各
コ

ー
ス
の
P
R
か
ら
、
青
年
学
級
の
雰

囲
気
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
土
と
炎
の
芸
術
家
た
ち
の
集
ま
り

の
《
焼
物
コ
ー
ス
》
・
毎
週
木
曜
日
、
何

を
作
る
か
楽
し
み
《
料
理
コ
ー
ス
》
・

個
性
あ
ふ
れ
る
コ
ー
ス
《
写
真
コ
ー

ス
》
・
人
数
が
一
番
多
く
て
い
い
人

が
た
く
さ
ん
の
《
映
画
評
論
コ
ー
ス
》

　　盤駕礁

ビデオコースの学習

1
十
日
町
青
年
学
級
1

全
貝
が
プ
ロ
級
の
腕
前
に
な
り
た
い

新
設
の
《
ビ
デ
オ
コ
ー
ス
》
・
絵
は

む
ず
か
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

楽
し
い
も
の
で
す
。
誰
だ
っ
て
絵
は

か
け
ま
す
が
、
同
じ
絵
は
か
け
な
い

の
で
す
と
主
張
す
る
《
絵
画
コ
ー
ス
》

　
毎
月
一
回
、
市
民
体
育
館
で
快
い

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
デ

ー
で
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
、
各

コ
ー
ス
持
ち
回
り
で
運
営
し
て
い
ま

す
。
別
に
体
育
の
先
生
が
い
て
指
導

す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
い

つ
も
珍
プ
レ
ー
の
続
出
。
で
す
か
ら

笑
い
声
と
歓
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
昨
年
の
九
月
、
佐
渡
へ
研
修
旅
行

に
い
っ
て
き
ま
し
た
。
次
の
作
文
も

広
報
紙
「
J
U
S
S
E
I
」
か
ら
で

す
。◎

研
修
旅
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

私
に
と
っ
て
少
し
ハ
ー
ド
で
し
た
。

で
も
み
ん
な
と
一
緒
に
旅
行
が
で
き

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
と
て
も
、
と

て
も
き
れ
い
な
色
の
海
を
い
つ
ま
で

も
忘
れ
ず
に
い
た
い
な
。
　
（
絵
画
コ

ー
ス
・
相
沢
ま
り
子
）

◎
仲
間
が
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
的
で
楽

し
い
二
日
間
で
し
た
。
最
初
は
ジ
ェ

ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
に
乗
っ
て
み
た
か
っ

た
け
ど
、
フ
ェ
リ
ー
の
方
が
の
ん
び

り
で
き
て
良
か
っ
た
。
海
が
光
っ
て

き
れ
い
で
し
た
。
　
（
写
真
コ
ー
ス
・

阿
部
浩
子
）

楽
し
か
っ
た
佐
渡
旅
行

　
佐
渡
で
は
、
両
津
市
の
連
合
青
年

団
と
夜
遅
く
ま
で
語
り
合
い
、
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
雪
ま
つ

り
に
は
、
今
度
は
佐
渡
か
ら
ス
キ
ー

ツ
ア
ー
を
兼
ね
て
十
日
町
を
訪
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
人
歓
迎
会
、
キ
ャ
ン
プ
、
海
水

浴
、
文
化
祭
、
タ
リ
ス
マ
ス
。
パ
ー
テ

ィ
ー
と
い
ろ
ん
な
工
夫
を
と
り
入
れ

て
活
動
し
て
き
た
自
治
会
。
雪
像
づ

く
り
が
行
事
の
し
め
く
く
り
に
な
り

ま
す
。
青
年
学
級
で
得
た
貴
重
な
経

験
、
そ
し
て
仲
間
。
い
つ
ま
で
も
大

切
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
新
し
く
社
会
人
に
な
る
方
、
語
り

あ
え
る
仲
間
を
見
つ
け
た
い
方
、
学

習
や
趣
味
に
打
ち
込
ん
で
み
た
い
方
。

青
年
学
級
は
、
常
に
何
か
に
情
熱
を

も
っ
た
若
者
が
主
役
で
す
。
あ
な
た

も
ど
う
ぞ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
η

4



盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
で
発
売
さ
れ
る
の
は
、

“
イ
カ
ス
カ
レ
ー
風
味
”
、
　
“
ル
ン

ル
ン
み
そ
漬
”
、
　
“
し
そ
味
ピ
ク
ル

ス
”
の
三
種
類
で
、
三
〇
〇
9
の
二

種
・
三
種
詰
め
合
わ
せ
を
一
万
箱
出

荷
す
る
予
定
。
く
ら
し
の
広
場
、
コ

、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ
広
場
、
ふ
る
さ
と
広
場
、

い
っ
ぷ
く
広
場
で
直
販
さ
れ
ま
す
。

　
地
場
の
原
料
を
地
場
で
加
工
・
製

品
化
す
る
“
す
か
り
漬
”
事
業
は
、

こ
れ
で
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
し

ま
す
が
、
十
日
町
名
産
と
し
て
特
産

化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
カ
ラ

イ
モ
の
増
産
が
必
要
。
六
〇
年
は
、

現
在
の
栽
培
面
積
一
・
二
㎞
を
六
㎞

に
増
や
し
て
一
二
〇
t
を
収
穫
す
る

予
定
で
す
が
、
市
場
動
向
を
み
な
が

ら
、
年
間
生
産
体
制
が
組
め
る
年
六

〇
〇
t
の
原
料
を
確
保
し
て
い
く
計

v肺
鉦

懸

鍵

羅

塩漬したカラ

す
か
り
漬
は
男
の
ロ
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
板
橋
克
也
さ
ん
（
㈱
雪
の
越
後
漬
本
舗
社
長
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
も
あ
る
。
正
月
を
除
い
て
約
四
十

　
「
今
ま
で
は
想
像
の
時
間
が
長
か

っ
た
が
、
狂
い
は
な
か
っ
た
。
品
質

の
向
上
が
課
題
」
と
語
る
板
橋
さ
ん

は
、
横
浜
の
マ
ル
ハ
ン
食
品
の
社
長

日
あ
ま
り
も
自
ら
漬
け
込
み
作
業
の

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

　
「
す
か
り
漬
は
、
私
が
十
八
年
間

あ
た
た
め
て
い
た
プ
ラ
ン
。
昭
和
五

十
七
年
に
諸
里
市
長
に
出
逢
い
、
実

現
化
さ
れ
た
。
軌
道
に
乗
る
に
は
五

年
か
か
る
。
地
に
あ
る
も
の
を
掘
り

起
こ
し
て
名
産
と
す
る
こ
と
が
男
の

ロ
マ
ン
で
あ
り
、
そ
れ
で
こ
そ
地
場

産
業
で
あ
る
…
θ
熱
い
言
葉
が
返
っ

て
き
た
。

「
す
か
－
漬
は
他
産
地
と
競
合
廠
と
の
関
係
を
示
す
と
、

な
い
。
戦
略
的
に
は
早
く
規
模
を
拡
欺
　
信
越
本
線
経
由
・
四
一
三
㎞
・
六

大
し
、
名
産
と
し
て
確
立
し
た
い
。
　
欺
時
間
〇
五
分
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
欺

た
と
え
ば
染
色
団
地
の
下
段
に
　
地
欺
　
上
越
線
経
由
．
四
五
五
㎞
．
五
時

域
み
ん
な
で
カ
ラ
イ
モ
を
植
え
て
収
欺
間
五
五
分
。

穫
す
る
と
か
、
ど
こ
の
家
で
も
植
え
欺
　
新
幹
線
経
由
●
六
八
二
㎞
。
五
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

て
あ
る
と
い
う
所
ま
で
到
達
し
、
十
欺
間
二
六
分
。

日
町
の
す
か
り
漬
と
し
て
確
立
す
れ
欺
　
富
山
と
東
京
と
の
間
に
は
、
日
本

ば
、
お
の
ず
と
蒲
民
に
何
ら
か
の
利
酵
屋
根
－
い
壕
中
部
山
岳
地
帯

益
を
も
た
ら
す
」
将
来
は
輸
出
も
と
欺
か
立
ち
は
だ
カ
り
　
定
期
航
空
路
で

さ
ら
に
先
を
考
え
て
い
る
人
で
あ
る
。
欺
さ
え
迂
回
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
遠

欺
　
多
く
の
人
は
信
越
本
線
経
由
と
答

欺取
え
る
だ
ろ
う
。
す
こ
し
旅
な
れ
た
人

欺
な
ら
ば
、
信
越
本
線
に
は
碓
氷
峠
と

鼠
い
う
急
勾
配
の
ネ
ッ
ク
が
あ
る
た
め

欺
、

欺
に
　
若
干
遠
回
り
で
も
上
越
線
経
由

欺
の
ほ
う
が
早
く
着
け
る
と
知
っ
て
い

野
は
ず
だ
が
・
し
か
し
・
い
ず
れ
も

欺取
最
短
時
間
の
ル
ー
ト
で
は
な
い
。

欺
　
正
解
は
、
新
幹
線
経
由
で
あ
る
。

欺欺
米
原
ま
で
新
幹
線
で
行
き
、
北
陸
本

欺
線
の
特
急
に
乗
り
継
ぐ
の
が
、
い
ち

欺
ば
ん
早
い
の
だ
。
距
離
と
所
要
時
間

夢
焚
聚
焚
聚
聚
藁
焚
聚
聚
藁
焚
蚤
聚
炎
藁
聚
焚
聚
焚
聚
聚
焚
焚
焚
聚
疑
焚
焚
焚
炎
焚
焚
炎
焚
焚
焚
聚
聚
数

縮
で
き
る
。
し
か
も
、
上
越
新
幹
線

と
の
乗
り
継
ぎ
を
活
用
す
れ
ば
四
時

間
半
で
到
達
で
き
る
。
こ
れ
な
ら
ば

富
山
の
人
た
ち
も
、
ま
ず
異
存
は
な

い
だ
ろ
う
。

　
富
山
だ
け
を
引
き
合
い
に
出
し
て

き
た
が
、
北
越
北
線
の
恩
恵
が
も
っ

と
広
域
に
お
よ
ぶ
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

　
北
越
北
線
は
、
以
上
の
よ
う
な
効

用
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
八

月
、
賑
々
し
く
着
工
さ
れ
た
。
い
ら

い
昭
和
五
十
四
年
度
ま
で
の
十
二
年

間
に
投
入
さ
れ
た
工
事
費
は
三
三
八

億
円
、
す
で
に
二
五
㎞
に
お
よ
ぶ
ト

ン
ネ
ル
が
掘
り
抜
か
れ
、
全
線
五
九
・

四
㎞
の
五
三
％
に
あ
た
る
三
一
・
七

㎞
が
竣
工
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
五
年
度
に

な
る
と
、
工
事
費
が
凍
結
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
廃
止

に
踏
み
切
ろ
う
と
し
て
い
る
時
に
、

開
通
し
て
も
赤
字
必
至
の
新
線
建
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
欺

　
二
月
九
日
　
月
曜
日
　
鉄
道
建
設
欺

公
団
の
高
野
誠
さ
ん
と
私
と
は
、
上
欺

野
発
八
時
五
三
分
の
急
行
「
よ
ね
や
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

ま
」
に
乗
っ
た
。
山
口
同
野
さ
ん
は
東
京
欺

支
社
に
勤
務
す
る
北
越
北
線
の
担
当
欺

係
長
で
あ
る
・
　
　
　
　
　
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

　
車
内
は
ス
キ
ー
客
で
賑
わ
っ
て
い
欺

た
。
雪
は
ど
の
く
ら
い
積
っ
て
い
ま
欺

す
か
、
と
私
は
高
野
さ
ん
に
訊
ね
た
・
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

「
十
日
町
で
四
m
だ
そ
う
で
す
。
松
代
欺

は
も
っ
と
積
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
」
欺

三
m
の
積
雪
は
経
験
し
た
こ
と
＆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

あ
る
が
、
そ
れ
以
上
を
私
は
知
ら
な
欺

い
。
四
m
以
上
の
雪
と
は
ど
ん
な
雪
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

だ
ろ
う
か
と
思
う
．
　
　
　
欺

　
関
東
平
野
は
、
き
ょ
う
も
快
晴
で
欺

あ
る
。
あ
と
三
時
間
で
、
そ
ん
な
豪
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

雪
地
帯
に
入
る
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
撤

よ
う
な
気
持
ち
さ
え
す
る
。
　
　
　
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欺

　
（
小
説
新
潮
ス
ペ
シ
ャ
ル
．
一
九
欺

八
一
年
・
春
季
号
よ
り
）
　
　
　
欺

盈r4ぢ』白「創吟‘1旨昭和60年2月10日5



二

◆
還
付
を
う
け
る

　
　
申
告
は
お
早
め
に
◆

　
昭
和
五
十
九
年
分
の
増
与
税
の
申

告
は
二
月
一
日
か
ら
、
所
得
税
の
確

定
申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
受
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告

期
限
は
ど
ち
ら
も
三
月
十
五
日
で
す
。

　
税
金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
書
は
二
月
十
六
日
前
で
も
受
付
け

て
い
ま
す
。

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
確
定
申
告
を
す

れ
ば
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
．

　
支
払
っ
た
医
療
費
（
保
険
な
ど
で

補
て
ん
さ
れ
た
額
は
除
く
）
が
所
得

の
五
％
か
五
万
円
の
ど
ち
ら
か
低
い

市県民税申告相談日程表

方
の
金
額
を
超
え
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
超
え
て
い
る
部
分
の
金
額
が
所

得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。
　
（
最

高
控
除
額
二
〇
〇
万
円
）

②
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
。

　
損
害
額
（
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
た
額
は
除
く
）
が
所
得
の
十
％
を

超
え
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
超
え
て

い
る
部
分
の
金
額
が
所
得
金
額
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。

③
雪
下
し
経
費
な
ど
が
五
万
円
ま
た

は
年
間
所
得
の
十
％
を
超
え
る
と
所

得
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
屋
根
の
雪
下
し
や
家
の
ま
わ
り
の

除
雪
、
雪
捨
て
な
ど
の
た
め
に
支
払
い

し
た
経
費
が
五
万
円
ま
た
は
年
間
所

得
の
十
％
を
超
え
る
と
、
そ
の
超
え

月
　
　
　
日

時
　
　
　
間

場
　
　
　
　
所

2
月
1
6
日

　
～

3
月
15
日

9
・
OO
～
4
・
0
0

（
土
曜
日
は
1
2
・
oo
）

十
日
町
市
役
所

　
（
市
民
ホ
ー
ル
）

は
く

曜日
除

2
月
2
7
日

9
・
30
～
3
・
O
O

下
　
条
　
出
　
張
　
所

10

・
00
～
2
・
0
0

東
下
組
生
活
改
善
セ
ン
タ
i

2
月
28
日

9
・
30
～
3
・
0
0

中
条
地
区
公
民
館

O
●
O
～
2
●
0

1
■
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
O

新
水
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

3
月
－
日

9
・
30
～
3
・
O
O

川
治
地
区
公
民
館

O
●
O
～
2
●
0

1
⊥
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
O

美
佐
島
地
区
管
理
セ
ン
タ
ー

3
月
4
日

9
・
30
～
3
・
O
O

水
　
　
沢
　
　
出
　
　
張
　
　
所

m
・
O
O
～
2
・
0
0

野
　
中
　
集
　
会
　
所

3
月
5
日

　
0
　
　
　
∩
乙
　
　
　
O

Q
」
　
・
　
　
　
～
　
　
　
。

　
り
D
　
　
　
－
↓
　
　
O

ニ
　
ツ
　
屋
　
公
　
民
　
館

1
・
30
～
4
・
O
O

羽
　
　
根
　
　
川
　
　
荘

3
月
n
日

9
・
30
～
3
・
O
O

吉
田
山
谷
集
会
所

10

・
O
O
～
2
・
O
O

鉢
ふ
　
る
さ
と
会
館

3
月
12
日

9
・
30
～
3
・
O
O

馬
　
場
　
集
　
会
　
所

所得税の確定申告
　開始2月16日

て
支
出
し
た
経
費
は
所
得
税
の
所
得

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
支
出
の
確
認
の
た
め
原
則

と
し
て
領
収
書
が
必
要
で
す
が
、
そ

れ
が
困
難
な
場
合
に
は
支
払
っ
た
当

時
に
記
載
さ
れ
た
家
計
簿
な
ど
に
よ

る
支
払
事
実
の
確
認
で
も
差
し
つ
か

え
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

④
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
購
入
（
中

古
住
宅
を
含
む
）
し
た
と
き
。

　
そ
の
年
の
合
計
所
得
金
額
が
八
○

○
万
円
以
下
の
人
が
自
分
で
住
む
た

め
に
、
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
住

住宅取得控除の内容
居住時期 定額控除 住宅ローン控除 合計控除限度額

昭和57年12月31日

まで
17，000円

（繕蝋賦蛎円）×5％

　　　　（最高年3万円）

年47，000円

昭和58年1月1日
から昭和58年3月

31日までの期間内

17，000円
（繕螺賦鋤円）×7％

　　　　（最高年5万円）

年67，000円

昭和58年4月1日

以後
適用なし

（纏螺賦一3・万円）×18％

（最高年15万円、100円未満の端数切捨て）

年150，000円

宅
、
中
古
住
宅
を
買
っ
た
り
し
た
と

き
は
、
そ
の
住
宅
に
入
居
し
た
年
か

ら
三
年
間
に
わ
た
り
、
住
宅
所
得
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
（
内
容
は
上
左

表
の
と
お
り
）

　
※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
一
年

目
に
確
定
申
告
を
す
る
と
、
二
年
目
、

三
年
目
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

⑤
年
の
中
途
で
退
職
し
、
ぞ
の
後
再

就
職
し
な
か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を

受
け
な
か
っ
た
と
き
。

⑥
原
稿
料
や
配
当
な
ど
の
収
入
が
あ

り
、
所
得
が
あ
ま
り
多
く
な
い
た
め
、

源
泉
徴
収
税
額
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ

て
い
る
と
き
。

　
詳
し
く
は
、
確
定
申
告
を
す
る
前

に
税
務
署
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

◆
市
・
県
民
税
の

　
　
申
告
も
お
早
め
に
◆

　
こ
と
し
も
市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
願
い
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
申
告
は
、
市
・
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
料
を
計
算
す
る
た
め
の

基
礎
と
な
る
重
要
な
申
告
で
あ
る
と

同
時
に
、
あ
な
た
の
必
要
と
す
る
い

ろ
い
ろ
な
証
明
資
料
に
も
な
り
ま
す
。

　
該
当
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
も
れ

な
く
記
入
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
め

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
告
期
限
は
三
月
十
五
日

　
市
・
県
民
税
は
、
前
年
（
昭
和
五

十
九
年
中
）
の
所
得
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て
配

布
す
る
予
定
で
す
が
、
記
入
も
れ
や

「
十
日
町
の
わ
ら
べ
詩
」

　
　
　
　
　
　
　
絵
入
は
が
き
発
売
〃

ー
二
月
九
・
十
日
の
二
日
間
－
十
日
町
郵
便
局

　
郵
便
局
で
は
、
郵
便
協
力
会
、
郵

趣
会
、
市
観
光
協
会
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
　
「
絵
入
は
が
き
シ
リ
ー
ズ
」

第
四
集
と
し
て
、
　
「
十
日
町
の
わ
ら

べ
詩
」
を
発
売
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
五
枚
の
官
製
は
が
き
に

愛
ら
し
い
子
供
達
の
あ
そ
び
を
中
心

に
、
妻
有
の
冬
の
生
活
様
式
を
描
い

た
も
の
で
、
　
「
雪
国
十
日
町
」
が
ほ

の
ぽ
の
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
季

節
の
便
り
や
郷
土
の
P
R
、
お
み
や

げ
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
同
時
に
、
昨
年
一
年
間
に

発
行
さ
れ
た
全
種
類
の
特
殊
切
手
を

そ
ろ
え
た
「
八
四
年
・
特
殊
切
手
帳
」

も
販
売
し
ま
す
。
切
手
マ
ニ
ア
は
も

ち
ろ
ん
、
お
子
さ
ん
の
誕
生
記
念
、

殊へ涌

、
撫
ゼ
『

癖鯉・

　　総入はが爵

結
婚
記
念
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

幽
販
売
価
格
　
絵
入
は
が
き
…
五
枚

一
組
・
三
〇
〇
円
　
八
四
年
特
殊
切

手
帳
…
一
セ
ッ
ト
・
、
二
、
一
五
〇
円

幽
発
売
場
所
　
十
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ク
ロ
ス
ー
0
（
当
日
以
降
は
十
日
町
郵

便
局
で
販
売
し
ま
す
）

囹
内
容
　
　
「
絵
入
は
が
き
」
…
雪
ほ

り
・
鳥
追
い
・
雪
ん
子
・
審
の
神
・

し
み
わ
た
り
（
表
紙
題
字
…
諸
里
十

日
町
市
長
、
イ
ラ
ス
ト
…
染
織
デ
ザ

イ
ナ
i
鈴
木
蘭
氏
、
詩
…
民
俗
研
究

家
駒
形
さ
と
し
氏
）
　
　
「
八
四
年
・

特
殊
切
手
帳
」
…
八
四
年
中
に
発
売

さ
れ
た
記
念
切
手
二
二
種
・
三
六
枚

を
保
管
し
や
す
い
切
手
帳
付
で
原
価

販
売
（
限
定
四
〇
〇
部
）

．
A

偽
飛
、

堺裕［

　の

イ
．
着
・

’
　
、
〃
撃
『
甲
『

・争銭瞬翻工倉蟻穫

率難矯螺優鴻力餐

牽β町灘趣禽
優・鷺町郵櫻蝿

牽
噺
十

誤
り
な
く
提
出
期
限
（
三
月
十
五
日
）

ま
で
に
市
役
所
税
務
課
ま
た
は
市
政

事
務
嘱
託
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
記
載
方
法
の
相
談
は

　
別
表
の
と
お
り
申
告
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
書
き
方
な
ど
不
明
の
点
は

も
よ
り
の
申
告
相
談
会
場
か
市
・
税

務
課
市
民
税
係
（
智
五
七
－
三
一
一

一
㊥
一
ニ
ハ
・
一
一
七
）
へ
。

◎
申
告
書
の
必
要
な
方
は

　
市
・
県
民
税
申
告
書
が
必
要
な
方

は
、
市
役
所
税
務
課
及
び
各
地
区
公

民
館
（
出
張
所
）
に
あ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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．
州
．曽

　
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風

の
三
種
混
合
予
防
接
種
と
、
ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風
の
二
種
混
合
予
防
接

種
を
左
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
二
種
混
合
は
、
決
め
ら
れ
た

期
間
内
に
三
種
混
合
予
防
接
種
が
完

了
し
な
か
っ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。〈

一
期
該
当
者
〉

　
①
昭
和
五
十
七
年
三
月
一
日
～
五

十
八
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
人

　
②
昭
和
五
十
六
年
五
月
一
日
～
五

十
七
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
に

生
ま
れ
た
人
で
、
一
期
一
回
し
か
接

種
し
て
い
な
い
人
と
未
接
種
者

　
③
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
～
五

十
六
年
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
人
で
一
期
一
回
し
か
接
種
し

て
い
な
い
人
と
未
接
種
者
（
二
種
混

合
で
実
施
…
た
だ
し
、
昭
和
五
十
四

年
四
月
二
日
～
五
十
四
年
四
月
二
十

日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
は
、
三
月
中

触　　　鯨。愚　　　臓．6

難…1鰻

　乃　　　1・羅・鰍・
　　　　1　。。　　腸．窩
　　　　　　●●　　　　　　　 o　　　　　　ぴ　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●

す罵

に
｛
元
了
の
こ
と
）

▼
一
期
接
種
方
法

　
〇
三
種
混
合
…
三
週
～
八
週
間
隔

で
三
回
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
基
礎

免
疫
が
で
き
完
了
と
な
り
ま
す
。

　
〇
二
種
混
合
…
三
週
～
八
週
間
隔

で
二
回
接
種
す
る
こ
と
に
よ
り
基
礎

免
疫
が
で
き
完
了
と
な
り
ま
す
。
（
沈

降
ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風
混
合
ト
キ
ソ

イ
ド
使
用
）

〈
二
期
該
当
者
〉

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
日
～
五
十

七
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
人
で
、
一
期
が
完
了
し
て
い

る
人
。
た
だ
し
、
一
期
完
了
後
一
年

半
以
上
経
過
し
て
い
る
人
は
、
六
歳

に
達
す
る
と
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

▼
二
期
接
種
方
法

　
〇
三
種
混
合
、
二
種
混
合
と
も
、

第
一
期
の
予
防
接
種
完
了
後
一
年
か

ら
一
年
半
の
間
に
一
回
接
種
し
ま
す
。

（
第
三
期
は
、
小
学
六
年
生
時
に
一

回
接
種
し
ま
す
。
）

実
施
地
区

接
種
月
日

受
付
時
間

対
象

実
施
会
場

十
日
町
・
新
座

大
井
田
地
区

三
月
一
日
（
金
）

分賄
＞
籍

－
　
〈

後午

一
期

一
回
目

んせまれらけ受は者当該の期二

保
健
セ
ン
タ
ー

中
条
地
区

中
条
公
民
館

下
条
地
区
三
月
五
日
（
火
）

下
条
公
民
館

水
沢
地
区
三
月
六
日
（
水
）

水
沢
公
民
館

川
治
・
六
箇

吉
　
田
　
地
　
区

三
月
八
日
（
金
）

保
健
セ
ン
タ
ー

　
※
一
期
二
回
目
・
三
回
目
、

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

二
期
の
接
種
実
施
日
程
は
、
市
報
2
月
2
5
日

あし歯のないよい歯の子

（1月の3歳児健診を受けた子38人）

氏　名 住　　所 保護
者名

阿部　康之 西本町1 秀夫

関口菜々子 袋　町　中 誠一

樋口　衆一 山本町4 正夫

青柳恵理子 太　子　堂 正明

水落　清吾 土　市　5 清一

　　けん岩田　　健 土　市　5 、忠満

金井　伸二 珠　川　1 二郎

小林　勇也 細　　　尾 義松

佐藤　愛子 当　　　間 行雄

高橋　央樹 千　歳　町 久光

福原　健文 寿　町　1 隆

滝沢　琴子 千　歳　町 義家

関口　和也 本町7～2 茂

接
種
前
後
の
注
意

o
子
供
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ
て

い
て
、
問
診
票
の
記
載
が
で
き
る
人

が
必
ず
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

o
接
種
当
日
の
二
～
三
日
前
か
ら
健

康
状
態
に
注
意
を
払
い
、
前
日
は
入

浴
を
さ
せ
清
潔
な
肌
着
を
着
せ
ま
し

よ
・
つ
Q

o
接
種
日
の
朝
と
昼
の
体
温
測
定
を

忘
れ
ず
に
。

o
か
ぜ
な
ど
で
接
種
が
不
安
な
人
は
、

主
治
医
と
相
談
の
う
え
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

O
百
日
咳
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

人
は
、
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

o
接
種
を
受
け
た
当
日
は
、
激
し
い

運
動
、
入
浴
は
さ
け
て
く
だ
さ
い
。

o
そ
の
他
の
接
種
後
の
注
意
事
項
は

当
日
会
場
で
配
布
し
ま
す
。

o
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た
人

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
つ
ぎ
の
も
の
を
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
忘
れ
た
場
合
、
予
防
接
種

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

o
母
子
健
康
手
帳

O
印
か
ん
（
印
を
押
し
た
問
診
票
を

持
参
さ
れ
る
方
は
除
く
）

〇
十
日
町
市
に
住
民
登
録
が
な
い
人

が
接
種
を
受
け
た
い
時
は
、
住
民
登

録
の
あ
る
市
町
村
か
ら
予
防
接
種
依

頼
書
を
も
ら
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
診
票
の
記
載
に
つ
い
て

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

O
発
熱
し
て
い
る
人
ま
た
は
著
し
い

栄
養
障
害
者

o
心
臓
血
管
系
疾
患
、
腎
臓
疾
患
ま

た
は
肝
臓
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人

で
、
当
該
疾
患
が
急
性
期
も
し
く
は

増
悪
期
ま
た
は
活
動
期
に
あ
る
人

★
問
診
票
は
予
防
接
種
の
事
故
を
防

ぐ
た
め
、
接
種
当
日
の
健
康
状
態
を

知
り
、
医
師
が
接
種
の
可
否
を
決
定

す
る
非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
。

●
会
場
で
記
載
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、

接
種
者
の
当
日
の
健
康
状
態
に
つ
い

て
責
任
を
も
っ
て
正
確
に
記
載
し
、

印
も
忘
れ
ず
に
押
し
て
く
だ
さ
い
。

●
保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る
場

合
は
、
前
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ
i
窓

口
に
問
診
票
を
取
り
に
き
て
く
だ
さ

い
。

φφφφφφφφ⇔ゆφ③⇔《〉¢
　　いっぷく広場を市民体育館内に

　カーニバル会場に入りきれない観客の皆さんに腰かけて

休憩、軽食をとる場として、よりサービスの向上をめざし

て「いっぷく広場」を開設します。（300席）
◎とき　％（十〉18：00～22：00　％（日）10：00～15fOO

〈おもな内容〉

●そば、すし、弁当、ホットドック、鮫子、おでん、焼鴇、

　アイスクリーム、コーヒー、地酒、ウイスキーなど。

●カーニバルの生中継（テレビ）・モニターテレビ6台

●無料電話サービスコーナー（十日町電報電話局）

●その他の物産品などの販売

〈カーニバルのテレビ放映〉
T　N　Nテレビ新潟（29ch）

％（土〉16：00～16：55〈日本テレビ系12局ネット＞

（再放送一％（日）22：30～23：25）

※％日本テレビ系“ズームイン朝、、7：00～8：30の間に　／

をテーマにしたひろば利雪克雪

　克雪・利雪のシンボルといわれる雪まつを）ですが、今回の雪

まつりイベントの中に「克雪ひろば」を設けます。雪を克服し、

雪を楽しむためのいろんな技術、工夫を展示して、雪国の本来

の姿を、訪れる人たちに知ってもらうために行うものです。

●期日　2月9日（土〉・10日（日）●会場　城ヶ丘テニスコート

雪まつり前夜（2月8日㈹）にディスコフィーバー大会

　～本町5・6丁目青年部会と企画集団バリバリ～
　黙若人の情熱を臼い雪の上でフイーバーしよう“

◎と　き　％　夜7時～9時◎夜店も出るよ！

◎ところ　わんぱく広場（四ツ宮公園）◎参加自由。

盈rお』∬夢』旨昭和60年2月10日7
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力
走
す
る
佐
藤
昭
則
く
ん
（
吉
田
中
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧“：　　窯廓

◎日時　2月24日（日）午前9時…受　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■総合体育館（体育課）、西本町一、暦52－4377

　　付開始　午前9時半…開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■市民体育館、学校町1、盈57－5208

◎会場　総合体育館

　　士を招きます。

8騨還み無墾・萎凝遍騨（錦ぞ望撫（室…』…学校施設を開放・禾欝2し謬薯

　　　　ズも）で、筆記用具をご持参ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会体育の普及・振興のため、つぎのとおり市内各小・中
総合体育館ご利用の皆さんへ
◆2月から使用料が必要になりました。

◆専用（団体）使用の場合は、使用日より60日～5日前までに予約を。

◆火曜日は休館日です。使用申し込みも受付けていません。

磯
＼

O

おめでとう〃

十日町市などを会場に行わ

れた県中学校スキー大会、県

高校スキー大会で、地元十日

町勢は大活躍。つぎの選手が

全国大会への出場を果たしま

した。

◎全国中学スキー大会（％～％・旭川）出場選手

●大回転〔女子〕小林里美（南中）上村英子（南中）●回転〔男子〕

南雲信之（南中）●同〔女子〕上村英子（南中）●クロスカントリー

〔男子10km〕佐藤昭則（吉田中）柳宣明（吉田中）●同〔女子5km〕

池田貴子（南中）春日恵美子（南中）関口満恵（吉田中）●コンバイ

ンド生越靖（下条中）

◎全国高校スキー大会（％～％・猪苗代）出場選手

●大回転〔男子〕本間大（十高）梧沢俊明（十高）●回転〔男子〕梧

沢俊明（十高）本間大（十高）湯川日出男（十実）●同〔女子〕斉木

繁子（十実）●クロスカントリー〔女子10km〕小海さゆり（十高）岩

田敏恵（小千谷西）阿部淑恵（十高）●同リレー〔男子〕十日町高校

●同リレー〔女子〕十日町高校、十日町実業高校

学校の施設を、学校教育に支障のない範囲で、市民の皆さん

に開放しますのでご利用ください．

●開放校　十日町中、南中、中条中、吉田中、下条中、十日

　　　町小、西小、東小、中条小、鐙島小、飛渡第一小、

　　　六箇小、八箇小、東下組小、馬場小、川治小、水

　　　沢小、名ヶ山小、野中小
●利用者　原則として市内在住か在勤する人が10人以上で構

　　　成する団体で、責任者が明確な場合です。

●申し込み方法　利用を希望する団体は、所定の申込書を、

　　　3月2日（十）までに市・体育課（西本町1・総合体

　　　育館内）に提出してください。申込用紙は総合体

　　　育館にあります。

〈
開
放
内
容
〉

開放場所 開放する日 開　放　時　間

屋内運動場
休日・休業日 午前9時～午後5時

平　　日 午後6時～午後9時

グラウンド
5月から

10月まで

時間は定めていませんが、従

来通り各学校の判断で自主的
に開放します。

体力つくり100日運動

　一実践カードの提出を一
多くの家族から実践カードを提出し

てもらいました。まだ未提出の方がい

ましたら、2月中に総合体育館か市民

体育館に提出してください。
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県中承塗業餐業養

災害対策資金貸…付制度ご利用を

　十日町市に居住し、中小企業に雇用さ

れている勤労者の方は、屋根の雪おろし、

家屋補修費などの雪害対策に必要な資金

について、　「新潟県中小企業従業者災害

対策資金貸付制度」が利用できます。

囹貸付金額　10万円～30万円まで

囹貸付利率　年6．0％

囹貸付期問　3年以内

囹申し込み受付締め切り　3月20日

囹取扱金融機関　新潟県労働金庫

囹問い合わせ　労働金庫十日町支店（寿

　町4・智57－8300）へ

固定資産課税台帳の

　　縦覧期間を変更（予定）　鋸

　固定資産課税台帳の縦覧は、例年3月

中に行っていましたが、税法改正（国会

での成立が3月下旬の見込み）に伴う特

別の事情によって、昭和60年度について

はつぎのようになる予定です。

◎縦覧期問　4月8日（月）～4月27日（土）

　平日…午前8時半～午後5時、土曜日

　…正午まで（日曜・祭日は除きます）

◎縦覧場所　市役所税務課

◎縦覧事項　O昭和59年中に土地の地目

　変更などがあった場合　O昭和59年中

　に家屋の新増築、取り壊しがあった場

合O昭和60年度分として価格が決定

　された償却資産

※縦覧期間の期日が確定したら市報など

でお知らせします。

個人住宅建設資金国團
　住宅金融公庫では、個人住宅建設資金

の申し込みを受付けています。

◎受付期間　1月28日～2月26日まで

◎選定方法　選考（無抽選）

◎申し込み場所　住宅建設場所と同一県

　内の「金融公庫業務取扱店」と表示し

　た金融機関

※詳しくは、住宅金融公庫北関東支所

（盈0272－32－6655）または、お近くの

公庫業務取扱金融機関へ。

　市では、谷内丑団地を耐火構造3階建

に建替えていますが、1棟18戸が3月に

完成する予定です。つぎのとおり、入居

希望者を募集します。

●入居募集戸数　4戸（6畳2室、5畳、

　D　K）　家賃24，000円（予定）

●入居開始日　4月1日（予定）

●申し込み期間、2月10日～2月28日

●申し込み・問い合わせ　市・建設課建

　築住宅係（盈57－3111㊥262）

『国際婦人の10年』

最終年記念感想文を募集
■テーマ　国際婦人の10年とわたくし

薗原稿枚数　400字詰原稿用紙3枚以内

　（別紙に住所、氏名、性別、年齢など

　を記入して添付してください）

■応募資格　県内に居住する20歳以上の

　人（男女を問いません）

■原稿締め切り　2月28日

■原稿送付先　新潟婦人少年室（〒951、

　新潟市川岸町1－56、暦0252－66－00

　47）

国民年金保険料の

　　　控除申告も忘れずに
　国民年金の保険料は、　「社会保険料」

として所得控除の対象になり、全額が所

得から差し引かれて課税の対象になりま

せん。控除が受けられるのは、昭和59年中

に納めた保険料の額（追納保険料あるい

は未納保険料として納めた額も含む）で

す。

　自営業やサービス業を営む人は、2月
　　　　　　　　　　　　　　　　馳16日～3月15日までに行う確定申告のと

きに、自分の保険料はもちろん、家族の

分として支払った保険料も、申告するこ

とによって社会保険料控除となります。

《控除される保険料額》　～年額～

①毎月納付の人…7万3，470円（付加保

険料を納めた人…7万8，270円）

②58年以前から前納の人…7万2，840円

（付加…7万7，520円）

③59年度から前納の人…9万330円（付

加…9万6，210円）

　　黙北越北線“運輸審議会委員が現地視察

　かねて、地方鉄道業の営業認可を受けるため、北越急行㈱では営業免許申請を行って

いましたが、運輸大臣の諮問機関である運輸審議会の委員2名による答申のための現

地視察が、去る1月25日から2日間の日程

で行われました。

　市内では十日町駅や7丁目の高架橋など

を視察。クロス10で商工会議所・織組・農

協などの代表者から地域の実状や北越北線

に寄せる期待を聞き、懇談を行いました。

　なお、中断されていた北越北線の工事は、

事業認可が下り、諸手続きを経て再開され

る見通しとなりました。

9 と76』プ夢3昭和60年2月10日

寄付ありがとう
　　　〈59●12●26～60●1　●22〉

社会福祉事業ヘ　レ稲和会　　5，000円

〉関浅カラオケ愛好会　　5，198円　レ十

日町商事㈱　　8，800円　〉岡村健治（北

新田）1，000円　〉渡辺みよし（岩野）

1万円　〉十日町ライオンズクラブ　3

万615円〉土市旭老人クラブ　　1，400

円　〉今泉老人クラブ　1，700円　レ十

日町病院OB　2，000円　アフリ力干ば

つ救援金　〉北越保育園　2万1，259円

〉ペガサス　6，856円　〉金沢チイ（馬

場3）1万円　歳末助合募金　〉十日町

病院職貝一同　2万138円　〉上越ヤク

ルト販売　2万円　レ真浄院　2万円

〉斉木シヅ（北鐙坂3）6，130円　〉長

助お客一同　　9，162円　交通遺児等援助

基金　〉関口潔（加賀糸屋町）4万8，500

円…廃品回収ほか　〉関口和夫（加賀糸

屋町）1万円　レ関口由子（加賀糸屋町）

2，000円

　国際交流・文化スポーツ基金

　　　　……ありがとう
　　〈1，847万2，937円・1月末現在〉

〉大井田体協　2万5，000円　〉サイク

リング協会　2万5，000円　〉中条体協

2万5，000円　〉軟式庭球連盟　2万5，

000円　〉卓球協会　2万5，000円

　　　　作業停電
◆2月12日（火）午前9時～正午　城之古

第1の一部　◆2月14日㈲　午後1時～

4時　小泉第2の一部、樽沢の全部　◆

2月15日㈲　午前8時～正午　稲荷町1

本町4、本町5、本町6－2、上川町、

川原町、田中町東・西、田川町1の各一

部、田中町本通りの全部　◆2月21日（木）

午後1時～4時　高山第3、高田町6の
各一部　◆2月25日（月）午後0時半～4

時半本町1上・下、本町2、本町西1、

昭和町1、高田町1、寿町4、千歳町、

七軒町、泉町、栄町の各一部、高田町2、

昭和町2・3、袋町東・中・西の全部

　2月の交通安全キャンペーン

　～踏切では一時停止して

　　　　　安全を確認しましょう～

◆一時停止・安全確認は踏切通過の鉄則

◆踏切の通行は急がずに！

◆踏切通過はローギァで

◆狭い踏切ではゆずりあいを！

◆踏切非常ボタンなどの活用を！

～スリップ事故に注意しましょう～

1月中の交通事故発生状況（）内は59年

市町村名 件数 死者 負傷者

十日町市 6（4） 1（0） 7（4）

川　西町 0（0） 0（0） 0（0）

津南町 0（2） 0（0） 0（2）

中里村 0（0） 0（0） 0（0）

小　　　計 6（6） 1（0） 7（6）
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　　　　　　　込む所を版画にしました。からだの
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関口友巳くん
（十日町小・4年）

雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
の
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
目
分
で

と
ん
が
り
城
と
い
う
名
前
を
つ
け
ま
し
た
。
塔

の
窓
を
切
り
ぬ
く
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

四
代
目
ミ
ス
雪
ま
つ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

選
ば
れ
た
ひ
と
り

青
山
早
苗
さ
ん
（
1
9
歳
）

　
知
人
が
ほ
ん
の
冗
談
で
推
薦
。
応
募

し
た
の
も
誰
に
も
内
緒
だ
っ
た
の
に
、

身
長
（
一
六
八
㎝
）
だ
け
の
理
由
で
選

ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
し
ら
、
　
「
信
じ

ら
れ
な
い
」
　
「
手
ち
が
い
で
は
」
…
と

い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
語
る
早
苗
さ
ん
。
ま

だ
十
代
の
、
初
々
し
い
ミ
ス
雪
ま
つ
り

で
あ
る
。
　
「
人
前
に
で
る
の
が
苦
手
な

の
で
不
安
で
す
。
で
も
、
多
く
の
人
と

知
り
合
え
て
、
私
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど

の
面
で
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

た
だ
仕
事
の
面
が
…
。
」
　
　
福
島
商
事

に
入
社
し
て
ま
だ
一
年
目
の
彼
女
。
商

　
　
　
　
　
　
謙
　
ー
し

蓋
些
庖
に
　
．
｛

降
・
マ
く
れ
掌
い

　
　
ヤ

購懸臨9、、

、
．
．
《

　
　
　
　
　
　
岬

品
移
動
の
経
理
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
着
付
を
習
い
は
じ
め
て
四
ヵ
月
。
今

と
て
も
着
物
に
興
味
が
あ
り
、
会
社
の

商
品
の
見
方
も
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
。

五
年
目
を
迎
え
た
活
花
も
マ
ン
ネ
リ
気

味
な
の
で
初
心
に
帰
っ
て
頑
張
り
た
い

と
の
こ
と
。
審
査
で
は
、
初
め
て
着
た

と
い
う
振
袖
が
よ
く
映
え
た
。
　
一
方
、

自
分
な
り
に
着
こ
な
せ
る
「
洋
服
」
に

も
興
味
を
持
ち
、
企
画
集
団
バ
リ
バ
リ

に
所
属
す
る
Y
o
u
n
9
で
あ
る
。

　
自
宅
は
袋
町
西
。
五
人
姉
妹
の
三
番

目
。
菅
原
文
太
、
吉
川
晃
司
の
フ
ア
ン
。

　　　　　　　　　　　　　　　ゆ

盆のな8雪富聖
　　Ω　　　　　』P
本ぞ　　　　耽
魔つ良　　　、、
醜く　　　　レし
灘　　・、つ」．

　甘崎　　　　　　　　ノk
　とノ　　k ．○　ダ！さ
黛1沿　　　　：謝ご
♂oづ
　　ノヂ

鰐隙評癬愚蓼婦醤

ズノ応

鰺
蔀
ぎ
嬢
叢
ト

ま
～
E
＜
　
㌻
，
ζ

　
っ
Z
ぼ
し
く
　
　
　
　
　
慌

な
い
，
◎

　
”
「
’
禽

懇
』
、
ヂ

　
　

◎
㈹
一
・
．
◎
．

　
　
　
　
　
　
イ

、
励
躍
．

　
　
　
　
　
＜

）
あ
7
ど
Z
今
駕
髭

と
友
7
ぼ
雪
し
な
も

　
　
　
　
　
　
隆
　
　
　
π
’

　
　
　
　
　
〆
喋
　
　
㌧
、

な
ん
な
“
な
ん
7
，
、

　
　
　
　
　
　
砺
詔
ノ
「
μ
脚

雪
ゑ
劒
裾
に
兼
マ
の
そ

金
乙
ど
2
喜
む
多
嶋

　
喬
彦
蚤
：

ダ購
8
．
7
・
彗

　
　
　
、
　
、
．

　
　
．
「
　
◎
寡

　
　
　
　
句
〃
－

　
　
　
薯
、

　
　
　
　
　
、
へ

広・48肥人（＋9）
　　人ロのうごき

　　　男　23，944人（一1）

　　　女24，728人（＋10）
　■世帯数　12，369　（±0）

〈2月1日現在・住民基本台帳＞

雪まつりに花を添える・…

ミス雪まつり決まる

写真左から宮さん、青山さん、林さん

　第36回十日町雪まつりに花を添える「ミ

ス雪まつり」が、1月27日・クロス10で行

われた審査会で決定しました。4代目のミ

スに選ばれたのは、宮由里子さん（21歳・

村尾電機）、林和子さん（24歳・十日町市

役所）、青山早苗さん（19歳・福島商事）

の3人。雪まつりをはじめ、いろいろな行

事にこの一年間参加し、十日町の顔として

活躍することになります。
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一　　　　　　　γ　　■Nα2■
　　　　　曾9もへ’

　　　　　　　　　　　　いくみ
　　　　　　　　根津育未ちゃん傭，）

　　　　　　　　根津正彦・美佐子さん（中条島）長女

　私の名前はいくみ。未来に向かって大きく育

ってほしいってお父さんがつけたの。歳のわり

にはおとなっぽくて＼一人で遊ぶし，ネンネも

するの。ただ＼男の人がちよっと苦手なので，

将来が心配なんだって。人に好かれる人気者に

なってって，お田さんはいってるヨ。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

条
件
は
第
一
子
・
満
三
歳
ま
で
。
自
薦
、

他
薦
を
問
い
ま
せ
ん
。
市
・
総
務
課
企

画
広
報
係
（
智
五
七
ー
三
一
一
一
㊥
二

一
四
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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編
集
室
か
ら
　
覇

◎
雪
ま
つ
り
が
近
づ
く
た
び
に
、
取
材

を
通
し
て
本
当
に
た
く
さ
ん
の
市
民
が

何
か
の
形
で
、
雪
ま
つ
り
を
目
標
に
し

て
取
組
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。

年
々
、
そ
の
輪
が
広
が
っ
て
い
て
、
ど

こ
に
も
誇
れ
る
手
づ
く
り
の
ま
つ
り
な

ん
だ
と
思
う
反
面
、
若
者
の
絶
対
数
の

少
な
さ
を
痛
感
す
る
。
こ
の
ま
つ
り
を
、

克
雪
と
若
者
定
住
を
テ
ー
マ
に
し
た
新

出
発
点
と
し
た
い
も
の
だ
。

お母さんは和裁をしているの


